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1　はじめに
岡山県下で発生した志賀毒素産生性大腸菌（以下

「STEC」という。）感染症やレジオネラ症の感染源・感染

経路の究明と発生予防を目的として，疫学調査を実施し

ている。平成 25 年度は，収集したヒト由来株，食品，

動物および浴槽水等から分離した菌株を用いて疫学解析

を行った。また，感染実態が不明であるエルシニア感染

症の調査のため，患者血清の抗体価を測定したので，併

せて報告する。

2　材料及び方法
2.1　菌株及び検体

STECの検査は，平成 25 年度にヒトから分離された

76 株と，牛直腸便 423 検体及び牛ホルモン 43 検体を用

いて行った。

レジオネラの検査には浴槽水等 140 検体と，保健所な

どが浴槽水等から分離したレジオネラ属菌 79 株および

患者由来株 1 株を用いた。

エルシニアの抗体価測定は，全国の病院小児科等の受

診あるいは入院患者のうち，エルシニア感染症の疑いあ

るいは川崎病との鑑別のため，抗体価測定の依頼があっ

た 147 名の患者血清 284 検体について実施した。なお，

抗体価調査は，当センターの倫理審査委員会に諮り，承

認を得て実施した。

2.2　検査法

各菌種の検査は，以下の方法で実施した。

2.2.1 生化学的性状試験

STECの性状試験は，IDテストEB20（日水）を用いて
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要　　旨
県内で多発する志賀毒素産生性大腸菌（STEC）感染症およびレジオネラ症の予防のため，ヒト，動物，食品および環

境材料について検査を行い，同時に県内で分離されたSTEC，レジオネラの疫学調査を実施した。STECは，ヒト由来

株 76 株中，O血清群 157 が 59.2％で最も検出率が高かった。牛由来検体の分離株は，すべてO血清群 157 以外であった。

県内でヒトから分離されたL.pneumophila 血清群 3 のうち，本県に地域特異的な遺伝子型ST93 株の感染源究明のため，

浴槽水等 140 検体の調査と分離株の疫学解析を行ったが，感染源は究明できなかった。エルシニア感染症の発生実態把

握のため，患者血清のエルシニア抗体価を測定した結果，患者の 11.6％に抗体価の上昇が見られた。
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間非働化後，生理食塩水で 10 倍希釈し，これを 2 倍段

階希釈した希釈系列を，使用する抗原数と同数作成した。

抗原液は，当センターが保有するY.pseudotuberculosis
（以下「Yp」という。）（血清群 1a，1b，2a，2b，3，4a，

4b，5a，5b，6）株とY.enterocolitica（以下「Ye」という。）

（血清群O3，O5，O8，O9）株を 25℃，2 日間培養し，

菌体を生理食塩水に浮遊してマックファーランドNo 0.5

の濃度に調整した。各希釈系列にそれぞれ 1 種類の抗原

液を同量ずつ加え，混和して 50℃，1 晩凝集反応を行っ

て翌日判定し，1：160 以上を陽性とした。

3　結果及び考察
3.1　岡山県内で分離されたSTECの疫学調査

平成 25 年度にヒトから分離されたSTECの月別検出

状況を，表 1 に示した。

ヒト由来STEC 76 株は 2 月を除くすべての月で検出

され，例年と同様に 7 月〜 9 月の夏季に 13.2％〜 23.7％

と高率に検出された。

ヒト由来STECの血清型・毒素型を，表 2 に示した。

12 種類の血清型・毒素型株が検出され，このうち

O157 は 45 株（59.2％），O26 は 20 株（26.3％）で，これ

らが全体の 85.5％を占めた。また，これら以外にO103，

O111，O121，O146，O163，O58，O91，OUTが検出さ

れた。

菌の同定を行った。

2.2.2 血清型別

STEC及びレジオネラの血清型別は，病原性大腸菌免

疫血清（デンカ生研）及びレジオネラ免疫血清（デンカ生

研）を用いて実施した。

2.2.3 STECの毒素（STX）型別

STECの毒素型別は，ラテックス凝集反応による大腸

菌ベロ毒素検出用キット（デンカ生研）及びPCR法 1）に

より実施した。

2.2.4 パルスフィールドゲル電気泳動法によるDNAパ

ターンの解析

STECのパルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）法は，

寺嶋ら 2）のプロトコールにより実施し，DNAパターン

による型別（PFGE型別）は，国立感染症研究所に依頼し

て実施した。レジオネラのPFGE法は，常らの改良法 3）

により実施した。

2.2.5 IS-printing systemによる疫学解析

STEC O血清群（以下「O」という。）157 株の疫学解析

は，IS-printing System（TOYOBO）を用いて実施した。

2.2.6 Sequence-Based Typing （SBT）

レジオネラ株のSBT法を用いた型別（Sequence Type

（ST））4），5）は，国立感染症研究所に依頼して実施した。

2.2.7 エルシニアの抗体価測定

エルシニアの抗体価測定は，患者血清を 56℃，30 分

表 1　ヒト由来STEC月別検出状況

表 2　ヒトから検出されたSTECの血清型・毒素型
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O157 株について実施したIS-printing systemによる

解析結果は，疫学的関連のある株間では同一の結果を

示し，PFGE型に比べより疫学情報と一致する結果で

あった。本法は，手技がPFGE法に比べて簡単で，短

時間に結果を得ることができることから，事例発生時

における分離株の分子疫学解析にスクリーニング的に

利用することが，有効であると思われる。

O157 及びO26 のPFGE型を，表 3-1 及び表 3-2 に示

した。

O157 は 37 種類，O26 は 16 種類に型別され，O157：

H7 とO26：H11 は多種類のPFGE型に分類された。い

ずれの血清型でも，同一家族内や同じ保育園に通う児童

など，疫学的に関連性のある分離株間において，僅かな

遺伝子の変異が頻繁に見られることが示された。一方，

表 3-1　ヒト由来STEC O157のPFGE型

表 3-2　ヒト由来STEC O26のPFGE型
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3.2　浴槽水等のレジオネラ汚染調査

浴槽水等 140 検体について実施したレジオネラ汚染調

査結果を，表 5 に示した。

培養法により，浴槽水 128 検体中 30 検体（23.4％），

原水・給湯水 11 検体中 1 検体（9.1％）からレジオネラが

検出され，ジャグジープール水 1 検体からは検出されな

かった。浴槽水からはL.pneumophila（以下「Lp」という。）

血清群 1，3，4，5，6，7，8，10，11，12，14，UTが，

原水・給湯水ではLp 血清群 1 が検出され，浴槽水は多

様な血清群のLp で汚染されていることが確

認された。

保健所の検査で浴槽水等から検出された

レジオネラ 79 株を収集し，血清群別を実施

した結果を，表 6 に示した。

浴槽水由来株は，Lp 血清群 1，3，4，5，6，

8，9，10，12，UTと，L.anisa，L.micdadei
およびレジオネラ属菌で，当センターの調査

と同様に，多様な血清群および菌種が検出さ

れた。シャワー水由来株はLp 血清群 5 と 6，

ジャグジー水由来株はLp 血清群 3と 10，プー

ル水由来株はLp 血清群 1，3，10，冷却塔水

由来株はLp 血清群 1，3，13 であった。

浴槽水等から分離されたLp 血清群 3 のう

ち，過去に分離された株も含めた 131 株につ

いて，PFGE法による解析を行った結果を，

表 7 に示した。

牛直腸便及び牛ホルモンから検出されたSTECの血清

型・毒素型を，表 4 に示した。

牛直腸便 423 検体中 46 検体（10.9％），牛ホルモン 43

検体中 1 検体（2.3％）からSTECが検出されたが，ヒト

から高率に検出されるO157 及びO26 は検出されず，多

くはOUT（O血清群別不能）であった。この結果は，過

去の調査結果と同様の傾向を示しており，同じ状況が継

続していることが確認された。

表 4　牛直腸便由来STECの血清型・毒素型

表 5　検体別レジオネラ検出状況（平成 25年度）

表 6　保健所等分離レジオネラ株　（平成 25年度）
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公衆浴場等における衛生管理手法に関する研究」の研究

班による調査の一環として実施したものである。また，

エルシニア抗体価調査の一部は，姫路赤十字病院小児科

との共同研究の検体を使用した。
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PFGEパターンは 61 パターンに分類され，多数の株

が分離された浴槽水では，最も多い 51 パターンに分類

された。一方，本年度県内のレジオネラ症患者 1 名から

分離されたLp 血清群 3 の株を含め，今まで県内で分離

された患者由来Lp 血清群 3 のPFGEパターンはすべて

一致し，同じST93 に型別された。これらの株は他地域

では分離されておらず，本県でのみ地域特異的に継続分

離されている。これらのことから，同一感染源からの感

染が示唆されたが，他の浴槽水等由来株のPFGEパター

ンやSTとは異なっており，さらに多様な検体について，

継続した汚染実態調査を実施する必要があると考える。

3.3　エルシニア抗体価調査

エルシニア感染症疑いあるいは川崎病との鑑別のた

め，小児科受診患者あるいは入院患者の血清抗体価を測

定した結果を，表 8 に示した。

患者 147 名の血清 284 検体についてエルシニア抗体価

を測定した結果，15 名（10.2％）のYp（血清群 1，2，3，4，

5，6）に対する抗体価が 1：160 以上の上昇が見られ，2

名（1.4％）はYe（血清群O3，O8）に対する抗体価が 1：

160 以上に上昇していた。本調査は，原因不明の川崎病

との鑑別や感染実態が不明なエルシニア感染症の状況を

明らかにするため，過去の検体も含めて本年度より 3 年

間の調査を実施して，さらにデータの集積と解析を行っ

ていく予定である。

なお，レジオネラの調査については，平成 25 年度厚

生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合

研究事業）「レジオネラ検査の標準化及び消毒等に係る

表 7　県内で分離されたL.pneumophila SG3株のPFGEパターン数

表 8　エルシニア抗体価測定結果(H25年度)
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